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に て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛知大学 講 　石田　 生

はじめに

1 年時代

2 東亜同文書院時代

3 調査 行

4 日新 時代

外 省 、 国大学教授時代

6 時代

戦後

その

　本 は愛知大学が所 する中 と

われる 資料の一部を するもので

ある。

　この資料は 4 のアル ムからなるもの

で、 などきわめて 人的な も

多 んでいるが、ここでは東亜同文書院

に関 するものや と中国との関わりを

す をとりあ る。

　中 （1 9 19 3）は、 本 来民

本（現 本 本 来民 本）

に生まれ、1913 年（大 2） 本 立 本

中学を 業、191 年（大 4） 東亜同文

書院 治科に 学するが 1919 年（大 ）

に 学、同年大 日新 社し 特

となるも結 を い 社、1923 年（大

12）から で 3年 養した後に 、

を て 192 年（ 和 3）からは に

り東亜同文会機関 『支 』などに中国

時事評論を 、1930 年（ 和 ）外 省

中

の の

、193 年（ 和 12） から東亜同文

会会長であった近衛文麿の知 をえるとそ

の レーンの一人と目されるようになり

193 年（ 和 13）の第三次近衛 明を 草、

同年満洲国 国大学教授となるが 1943 年

（ 和 1 ）に 、194 年（ 和 20）満洲

国 特 全 公 として に 在する

が もなく 戦、1946 年（ 和 21） 国。

戦後は、19 6 年（ 和 31）亜 亜大学教

授となり 19 1 年（ 和 46） した。
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　 のジ ー リスト、 リー イター、教

、外 といった多 にわたる は

ークではある。しかし、特 するような業

があるわけでもなく、一 に を知られて

いるとはいいがたい。実につかみどころのな

い人 である。東亜同文書院 業生の同 会

会が んだ『東亜同文書院大学史』

は を「天 無 の教育人」（1）とよんでい

るが、これなどは をみて教 であった期

が長いことから「教育人」としたのであろ

うが、 であり確 たるイメージを与えう

るものではない。しかし、前掲『東亜同文書

院大学史』では、 界、 界、 界、学界、

報 界 で特に目立って活 成 した20人の

「異 の人々」の一人として がとりあ られ

ているのである。同 たちにとって、 は東

亜同文書院を代表する人 だったようだ。

　 の 校では代表的人 とみなされて

いるにもかかわら 、評価、 置 けが明

確ではないというのは、 についての研究

がいまだ 分であるということであろう。

　中 についての資料は の評論集（2）

と『中 選集』（3）、同 や関係者の

的な回 だけであり、 に考 しようと

したものは、 見の りでは 田 『

東亜同文書院』（4）だけである（ ）。

　本 は 資料の でしかなく、中

について考 をすすめうるものではない

が、中国を とする東亜同文書院に学び、

その後も中国問題にとりくみつ けた足跡

を により うことによって今後の研究

に資することとする。

　とりあ る 資料は時 列に整理され

ておら 、また プションがついたもの

は とんどない。そのため 確な 影時期、

場所を確定することが しいものが多い

が、 の内 などから、 年時代から戦

後へと時期 とにわけて していく。

代

　中 の生地である 本の来民は第 23

代内 総理大 であり東亜同文書院の

である東亜同文会の 会長も めた清

（1 0 1942）の 地である。

清 のことを の 人として中 は知っ

ていたかもしれないが、二人に直 のかか

わりはなかったようである。中 が つ

く 、清 はすでに授 されて高 にあっ

た。しかし、清 は 190 年（明治 40）か

ら1914年（大 3）まで東亜同文会 会長で、

中 が東亜同文書院に 学したのはその

年であり重なっていないものの同 の成

者の 在は中国を すことに らかの影響

をあたえたのかもしれのかもしれない。

　前 したように中 は 本中学校を て

いると えられている。この近くには来民

学校があり、 が初 教育を けたのは

この学校なのかもしれない。次の の

とお しき 年はまだ く、 学校の の

ものであろう。

中

の
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　中 は らを水 と しているも

のの（6）、 年時代からの が多 あり、

まわりの 年たちと して なりもきれ

いなことから、豊かな の であろう。

中

　次の 4 は、 2 と て の学

生のようであり中学校のものと推 する。

の

中

中 中

中 中
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東亜同文書院 代

　191 年（大 4）に中 は東亜同文書

院 治科に 1 期生として 学した。同期

には、後に 校の中国語教 となり戦後は

愛知大学で『中日大 』を んだ 木

郎（商 科）や同じく愛知大学の 書

に した 内 （ 治科）がいる。しか

し、東亜同文書院のいわば 史ともいう

き前掲『東亜同文書院大学史』は、 を 16

期生としている。これは 第したためであ

る。さらに 業できなかったために 確に

は 16 期生でもない。 年のために 1 期生

として 業でき 、次の 16 期生とともに

調査 行に したものの、結 は 業す

るための授業 回 が足り 、さらなる

年をよしとせ 学している。

東亜同文書院 中

　しかし、当時の東亜同文書院の院長であ

り、関係者 でこの学校のシン ル的 在

であった根津一（1 60 192 ）が「中

は 業には がない だ、無理をしてはい

けない」（ ）と言った、 業証書なら 「修

業証書」（ ）や「 業以 の実力はあるとい

う 分の推 をこめた当時の大 日の

野理一社長 ての長文の 状」（9）が中

に与えられたということによって 業生

いがなされているのである。実際にそうし

た 来事はあったのであろうが、これは中

が ていることにもと いている

のであり、いわば 説の いである。

中 中

中 中 の

同 の
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中 の の 中

中

中国 中 中

中 中
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中 中

中

中

中 中

中
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中

中 中

中

中

中
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中

中

「 書院同 」

シ ン

　 16、1 、29 の 原 郎は中 と同

じ 1 期 学、後掲する中 が書いたと

われる文章では、 開 を す 原と

の関係について「今 中 引 者 は

あるに りて生き 原 は あるに

って『 』なる標語に、 の を新

たにした」（10）と しみを めて記している。

なお、 原は 191 年（大 ）日本へ向か

う で 息を っている（11）。中
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東 中 （1 ）

シ の中

の中

　中 は 191 年（大 ） 月 日から

月 1 日にかけて 16 期生の調査 行に

本 太郎、 太、 治、 内 治、

木 からなる 治科 の一人として

している。 から へ向かい、

東、 、 、 章、 、公平 、

来 、 、 、 、長 、 、

を て を目指すという中国を す

るものであった。 は現在の に

当するが、 は から までしか通

じておら 、 らは 東から までを

と によって した。当時の中国は

と 東 に分かれた内戦状態にあ

り、 東省から 省へのルートはその最

前 にあった。 く きことに、 らはそ

の最中を通 していったのである（12）。

は後に「大 年 、内戦の地 地 を

けて 東から の にでると、そこに

は直 の特 団長としての がい

た。面会を しこんだが されて、

たる を めながら の に天長

を して をあ た。その 東から

にいたるまで、 地の では、知事か

かの日本 学生 者がいて、全 として

日の でありながら、われわれは

に内地の 行ができたものである」（13）と

ている。

　 業文集にあたる『 風 』には「

東から へ」と題する 治科 の 行

が せられているが、16 期生の文集である

にもかかわら 1 期生の 原 郎と し

くする が かれており、 原と同じ 1

期 学の中 が中 となって文章が書かれ

たと われる（14）。

　この際のものとみられる を次に

する。
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中

中 （16）

中
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の中国 中

の 中

東亜同文書院の
代 の前掲『 風 』には 191 年（大 ）

月「 二日　前 時 、大石橋に って下

、 水 の跡を に て

三 。 を にして して く」（1 ） 

とあり、 39 はその際の であろう。

代

　1919 年（大 ）に東亜同文書院を 学

した中 は、先 にあたる大 日新

の 尾 （6 期生）を り同社に 社した

という。 の言によれば前 した根津

一による大 日新 社長 野理一への

状を えていた（1 ）。

　新 記者として先 にあたる大西 （

期）がいた同社 支 に したが結

のために し 1923 年（大 12）に

に っている（19）。
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中 代

中 代

中
の 中 の 同

の 同

中

　 は 記 の

に されたス

タンプである。「

東 通 社　支

　 」

とみえる。「 」とは現在の にあ

たり、1914 年（大 3）から1922 年（ 大

11）までの日本 時代の地 であること

から、この は中 が 支 にいた

1919年（大 ）から1922年（大 11）の

に 東省で 影したものだと考えられる。
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中 代

現 の

現 東の現
の

の の

現 院
現 の
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中
「東亜 」の

「 」
シ ン

の書の
中 の書 「 」「 」

の

の

「 中 」
シ ン の

中 同

「
」 シ ン

　 記 での 4 2 は東亜同文書

院時代の調査 行時に 影された 能性も

ある。

国 代
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「 」

「 」

「 」

　中 が石原 （1 9 1949）の推

によって 国大学教授となっているなど、

二人が しかったことは知られているが、

本資料でも の石原の や 6

の集合 、東亜 の行事での一 と

われる があり、二人の を確

することができる。

代

　 日新 社後、中 は での 養を

て し、外 省 として中国問題の

として活動するようになり、近衛文

麿（1 91 194 ）に え、さらには満洲

国の 国大学教授となるなど活 した。

　次に「 にて」（ 9 66）と

プションがつけられたものなど満洲国の

中 民国特 全 公 時代と推 されるも

のをあ る。
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「 」 中

「 」

「 」

「 」

「 」 中 中

の中国 中

　 記の での とされるものと ん

で次の 6 がある。

　これとは の 6 と 69 は から同

じ の前で 影されたものだとわかる

が、 6 の ともよく ている。

　 でのものと われる 6 には「

」という文 がみえるが、中 は東

外の の について「現に私の さ

な には『 』という 大 先生の

一軸がかかっている。これは 和 年、

の が 中にこの書 を新築したと

き、日々 になるので けたものであ

る」（20）と ており、居所にこの を

つけていたようである。 6 、69 の

は後掲する の と われるものと

異なっていることから、 の場所のもので

あろう。もし 6 と 6 、69 が同一

場所での 影だったすれば での も

「 」としていたのかもしれない。



139

同文書院記念報 VOL.23（2015.3）

の中国 中

の中国 中 の
の 「 」

「 の 」
シ ン

「
」

「
の の

」 シ ン

　 1 の「日本クリー ー会社」とは

現在の日本クリー ー 会社のことだと

われるが、中 との関係は らかではな

い。 問などをしていたのかもしれない。
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　 2 には中 は っておら 、

国大学関係者から られたものであろ

う。 は 1943 年（ 和 1 ）に 国大学教

授を しているが、この は戦後も同

大関係者と が いていたことをしめす

ものである。

　 プションの「根本」は 治 の根本

太郎（190 1990）で、 は第 3次

田第 2次 内 で 大 に いた際の

ものであろう。「 」はドイ 文学者の

風（1 3 19 ）で、根本とともに

国大学の教 として中 の同 であった。

　 3、 4 は東亜 関係の行事のも

のであるが、石原 が した団

は 1946 年（ 和 21）に している。し

かし、 記 のように 19 3 年（ 和 2 ）

時 でも同 による活動が されてい

たようである。

　 には「外 部」とある。中 の

から考えるならば満洲国外 部のこと

であろう。

東亜 院 中 中

「 東亜
同 中

」

の

「
」 シ ン

「 同
」 中
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　内田 平（19 4 193 ）は 会を主催

した な国 主義者である。中 との直

の はみいだしえていないが、このよ

うな をアル ムに めていること

から直 的な があったのかもしれない。

　前掲『東亜同文書院大学史』は、中 が

16 期生の調査 行に したことから、

を 16 期生 いしているが、ここではとも

に 学した 1 期生を「同期生」としている。

　本資料に水野梅 （1 1949）の

はないが 記の の り抜きが め

られている。

　水野梅 は、東亜同文書院で などの

をしつつ聴講した後に長 で を開

き、後に『支 時報』を主 するなどジ ー

リストとして活動、満洲国では満日文化

会設立に 力するなどした（21）。日中

国に い人 を構築し活動していたこと

もあってか東亜同文書院関係者からも一目

置かれていたようである。 は東亜同文書

院の な学生ではないにもかかわら 前

掲『東亜同文書院大学史』などでも同

いされているが、これは が関係者にとっ

てのカリス である院長根津一の内 的

立場にあり、一 学生より根津との強い

がりが されたためなのかもしれない。

しかし、 定まらない人 だったよ

うで、 が した東亜同文書院の

が 業生たちの な 対に い す

るなど（22）、関係者 で人 が かったと

いうわけはなかった。

　中 とのかかわりについていえば、19

年（ 和 32） 影の 9 の プショ

ンにあるように「先生」と んで りま

「 の
」 シ ン の

の の

の の

「
同 」 シ ン

中
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でしており 好な関係にあったたことが推

される。

　 2 の の が和 であること

や、くつろぐ中 の から、これは

の中 の での 影と われる。

　 成（1906 19 1）は な作 で

あると同時に の 部だった

をもつ人 である。 愛 と結 していた

ことでも知られる。中 とは戦前から面識

があり（23）、戦後、 が日本に してか

らも があったようで前掲『中 選集』

にもたびたび 場する。

　 4の田 を中 、 一行が して

いる は 二が中 について「先生

は 々たる『 の 』であったし、 内

検がときどきおこなわれた。着 しで、

をついて、先生は 々と、 をくぐっ

たり、 の を ったりして、村の

から へと をはこびまわって く」（24）

と ている情 と重なっており、 の

中 近での一 なのかもしれない。

中国 中 の 中

中

　松田 は水野についてまとめた『水野

梅 』（私 、19 4 年）を して

おり、中 とはその関係で面識があったの

であろう。

中 の中国

「 」 シ ン

「 」 シ ン
中
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中

「
」

シ ン の
の

　 6 には 井について中 は 感

もあらわに「 」と記している。

井には、『 の日 人』（人文 、1942

年）、『中国人を語る』（ 書第 11 、

東亜 部、1940 年）、『 に ぐ』（

民報社、193 年）、『満洲に在り』（

書第 、 行 、 行年 明）といっ

た 作があり、中国関係のジ ー リスト、

評論 だったようである。

　 （1 63 19 ） ての 日新

特 時代の中 からの書 、戦後

にも 成との での書 があることか

ら があったようであり、 を記念す

る行事にも したと われる（2 ）。

その

　 影時期を推 することが しい な

どを する。
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の

中

中

中 中

の

のポ

　 （1 6 192 ）は、中 在学時の東

亜同文書院の教 である。 田 、東



146

亜同文書院 立時の教授 舎 、後に満

に り の満 立の てに 、

後は再び東亜同文書院に り191 年（大

6）から1919年（大 ）まで教 を めた。

作に 集『 集』がある（26） 。

ム ポ

　文中、引 に際して日本語資料は

を新 に めた。

　本 は、平成 26 年度科研 基盤（ ）（課

題 263 0 4 ）の 成をうけた研究成

の一部である。

（1）大学史 会 『東亜同文書院大

学史』 会、19 2 年、3 。

（2）中 『再 識下の支 』平 社、

1933 年。同『 の に与 』 書院、

1936 年。同『支 論と 』 書院、

1940 年。同『対支 の本 』育生社、

193 年。同『東亜 への 』大民社

部、1940 年。同『東亜 問 』東亜

会、1940 年。同『中国の 』明

社、19 年。

（3）中 『中 選集』中 選集 行

会、19 2 年。

（4） 田 『 東亜同文書院』新人

来社、1993 年。

（ ）中 を に するものとして

の 地の教育 会による『中

  生 を中国問題の に た 人 

一 - 一 三 』（ 教育

会教育部文化課、2013 年）を する。

（6）中 「水 み の本 意識」、前

掲『中 選集』。

（ ）中 「根津 洲先生と 第生」、前

掲『中 選集』、263 。

（ ）同 264 。

（9）同 264 。

（10） 『 風 』東亜同文書院、191 年、

99 。

（11）同 10 。

（12）中 たちの調査 行については、16

期生の 業文集にあたる前掲『 風 』、

業論文集にあたる『東亜同文書院中国調

査 行報告書』第 13 回（41 46 リール、

松 、1996 年）に しい。

（13）中 「中共革 と 」前掲『中

選集』、1 4 。

（14）前掲『 風 』99 11 。

（1 ）これと同じ が前掲『 風 』

にも「 へ へ」と題されて され

ている。

（16）前掲『 風 』にも同じ が

されている。

（1 ）前掲『 風 』、109 。

（1 ）前掲「根津 洲先生と 第生」、264 。

（19）前掲『中 選集』 付の「中

略 」では 日 社を 191 年（大 ）と



147

同文書院記念報 VOL.23（2015.3）

し 1922 年（大 11）より 養とする

が、191 年 はまだ東亜同文書院の学生で

あり、中 「水 み の本 意識」（同
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